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医療費を下げるのにジェネリ

 医療機関や調剤薬局で処方しても

が定めた薬の値段）がちがうものが

薬価が高いのは先発品と呼ばれる薬

後発品（ジェネリック）と呼ばれる

販売される薬のことで、新薬の研究

く設定されています。 

ジェネリックとは、「一般的な」と

で処方されることが多いため、この

ジェネリック薬品の薬価は、先発品

 

 
ジェネリック薬品は安全です

 ジェネリック薬品は、新薬の特許

新薬に比べ、効力や副作用について

ジェネリック薬品は、製造の申請時

験（生物学的同等性試験）をおこな

る場合、これらのデータをジェネリ

ック薬品は世界的に見てもためされ

医療の発展には、新薬の開発もたい

安全な薬物治療の実践と患者の負担

ます。  
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効性は確立されています。 

ック薬品が有効と聞きますが、ジェネリッ

らう薬（医療用医薬品）には、同じ成分、

あります。 

で、日本で最初に発売された薬（新薬）です

薬は一般的に先発品の特許期間満了後（20～

開発費、新薬承認審査にかかる費用がかか

いう意味があり、欧米では、後発品は一般

名前がつきました。 

の 80～40％に設定されています。 

か？ 

がきれるまで長期間使用されているため発

十分に検討されています。 

に製品の品質に関する試験や先発品との同

っています。今日の民医連の院所ではジェ

ックメーカーに提出してもらい、検討して

ずみの治療に実績のある薬品が多いのです

せつなことですがジェネリック薬品をうま

を減らし、医療費を節約することも重要な
別号

 

 今まであった薬と同じ効き目です。 

厚生労働省が同じものと承認した医薬品です。 

 安価で、患者さんの負担を軽くできます。 
クって何ですか？

効果でも薬価（国

。これに対して、

25年）に製造、

らない分薬価が安

名（成分の名前）

売されてまもない

等性を検証する試

ネリックを採用す

います。ジェネリ

。 

く使って、有効で

取り組みだと思い



 
ジェネリック薬品の使用を採用する上で、病院ではどのようなことに注意していますか？

 何よりも薬の品質が大切です。先発品と品質に関する比較（薬の溶け方や体への作用が同じか

など）のデータの検討を重視して行なっています。これらのデータがきちっと医療機関に提示で

きないジェネリックメーカーの商品は、薬価がいかに安くとも患者さんに使用すべきではないと

考えています。 

また、ジェネリック薬品を使用していく際、新薬や先発品とおなじように、使用後に効果や副作

用を医療機関側でチェックすることが重要です。 

医療が改悪され続け、患者さんの自己負担が多くなっています。医療機関が患者さんの受療権を

守る方法の1つとして、価格の安いジェネリック商品を使うことにより患者負担を減らすことは、

薬剤の採用を決めるときの大切な視点です。 

私たち静岡民医連では、全日本民医連が厚労省に先がけて作成した 50 成分 1300 品目のデー

ターブックをもとに、ジェネリックの採用時に活用しています。 

 

 
ジェネリック薬品を希望するには、どうしたらよいでしょうか？ 

 医師が処方した薬に対して、調剤薬局の薬剤師が薬の専門家の立場から、品質と患者さんの負

担を考慮し、患者さんの同意の上で同一成分の「他の名前の医薬品」に替えることができる代替

調剤という制度が、欧米では一般的に行なわれています。 

平成１８年4月の診療報酬の改定で、医師が薬を一般名（薬の成分の名前）で処方箋に記載する

と、患者さんの同意のもとにジェネリック薬品を調剤することができるようになりました。 

代替調剤の制度が欧米なみに充実されれば、ジェネリック薬品は、もっと使いやすくなるでしょ

う。先にも述べましたように民医連では、患者の自己負担を軽減し、国の医療費自体も抑えるこ

とのできる「ジェネリック薬品」について積極的に使用していくことが検討されています。 

皆さんも医療機関や薬局でジェネリック薬品の使用についてお尋ねになってはいかがでしょう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

              

         

【ご存知ですか？ ～ジェネリック医薬品お願いカード 】 

  診療を受ける時に医師に「ジェネリック医薬品を処方してください」と言いづら

いこともあると思います。そんなときは「ジェネリック医薬品お願いカード」を窓

口に出して、あなたの意思を伝えてください。 

必要な方に、窓口にて「お願いカード」と利用パンフレットをさしあげております。

  私達の薬局では、患者負担軽減を目的に、積極的にジェネリック医薬品使用につ

とめてきました。これからもジェネリック医薬品でご不明な点は、なんでもご相談

ください。 

         ※ 参考資料：「いつでも元気」全日本民医連発行                 

                日本ジェネリック研究会 http://www.ge-academy.org/index.html 


